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第１章 策定にあたって 
１．生涯学習の背景 

教育基本法の第３条では、「国民一人一人が、自己の人格を磨き、豊かな人生を送る

ことができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆる場所において学習

することができ、その成果を適切に生かすことのできる社会の実現が図られなければな

らない」と生涯学習の理念が規定されています。 

「生涯学習」とは、人が生涯にわたって自主的・自発的に行うあらゆる学びのことを言

い、学校・家庭・社会の中で行われる教育による学習や、文化・スポーツ・ボランティ

ア等の活動、趣味・余暇における自己学習を含めた学習活動のことを指します。また、

人々が、その生涯のいつでも、自由に学習機会を選択して学ぶことができ、その成果が

適切に評価される社会を指すものとして「生涯学習社会」という言葉でも用いられてい

ます。内閣府が令和４年７月から８月にかけて実施した「生涯学習に関する世論調査」

では、直近１年間における月１日以上の学習活動の有無について、「学習したことがあ

る」とした人の割合が74.8％でした。これは、平成30年７月時の調査結果58.4％を上

回っており、「生涯学習」は人々に広まってきています。 

現在の社会は、少子高齢化が進み、高度情報化がめざましく発展する等、大きな変化

の流れの中にあります。「人生100年時代」「超スマート社会」と言われ、転換期を迎

える社会の中で、生涯学習の重要性は更に高まっています。 

国では、一人一人が生涯を通じて学ぶことのできる環境の整備、多様な学習機会の提

供等、生涯学習社会の実現に向けて取り組んでいます。 

 

２．生涯学習推進の経緯 

（１）国の取組 

国は、平成18年の教育基本法の改正によって、第３条に生涯学習社会の実現を目指す

『生涯学習の理念』を規定し、平成20年２月の中央教育審議会の答申において、①生涯

学習の振興の要請―高まる必要性と重要性、②社会の変化や要請に対応するために必要

な力、③目指すべき施策の方向性、④具体的方策を示しました。 

次いで、平成30年３月の中央教育審議会の答申「第３期教育振興基本計画について」

において、①人生100年時代を見据えた生涯学習の推進、②職業に必要な知識やスキル

を、生涯を通じて身につけるための社会人の学び直しの推進、③障害者の生涯学習の推

進を示しました。 

その後、令和５年６月に新たな「教育振興基本計画」が閣議決定され、今後の教育政

策に関する基本的な方針として、「生涯学び、活躍できる環境整備」が掲げられて、基

本施策として次の内容が例示されています。 
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○リカレント教育※１の推進 

（大学等と産学官の連携、経済支援・情報提供、女性活躍、成果の適切な評価・活用） 

〇働きながら学べる環境整備 〇現在的・社会的課題に対応した学習 

〇高齢者の生涯学習の推進 〇生涯を通じた文化芸術活動の推進 

※１ リカレント教育……学校教育を修了した後、社会人が再び学校等で受ける教育を指す。就業

中か否かを問わず、職業に必要なスキルを身につけるためのリスキリング※２や、職業とは直

接的には結びつかない技術や教養等に関する学び直しを含む概念として用いている。 
※２ リスキリング……新たな分野や職務にて新しいスキルを習得すること。 

 

（２）埼玉県の取組 

埼玉県(以下、県)は、平成11年に「埼玉県生涯学習振興計画」を策定し、各種の施策

を計画的に推進することによって、「いつでもどこでも県民だれもが自由に学習するこ

とができ、その成果が適切に評価される生涯学習社会」を目指しました。 

県は、平成22年度から平成24年度までを計画期間とする埼玉県生涯学習推進計画を見

直すに当たり、埼玉県生涯学習審議会からの様々な評価や意見を受け、「行政がつくる

生涯学習社会」から「みんなでつくる生涯学習社会」に方向転換し、「計画」を「指針」

に改め、10年先を見据えた「埼玉県生涯学習推進指針」を、平成25年３月に策定しまし

た。その後、指針の策定時点では予期できなかった、社会の様々な変化や課題に対応し、

誰もが自分らしく学ぶことができる生涯学習社会を実現するため、令和５年３月に指針

の改定を行い、「人づくりを支える」「つながりづくりを支える」「地域づくり支える」

の３つを柱としました。 

 

（３）本庄市の取組 

本市は、塙保己一をはじめとする郷土の偉人や歴史、多彩な伝統文化を有していると

ともに、早稲田大学等の各種教育機関や研究機関が立地し、学習資源に大変恵まれてい

ます。このような本市の利点を生かし、郷土の偉人である、江戸時代の盲目の国学者 
塙保己一の精神を生かすこと、早稲田大学をはじめとする地域の教育機関、団体、市民

と協働・連携することを継承し、生涯学習を推進することを念頭においています。 

 

 

◆◆◆ 生涯学習に生かす塙保己一の精神 ◆◆◆ 

 年齢・障害・国籍・性別等に関係なく生涯学習に参加できること 

（重い障害を乗り越えた生き方） 

 人間は、生涯学習でいつでもどこでも成長できる可能性があること 

（挫折を乗り越え、生涯を通じて勉学を重ねた生き方） 

 先人からの良き文化を正しく受け継ぎ、更に発展させていくこと 

（群書類従を編纂し、和学講談所を創設した精神） 

 地域や社会、次の世代のことを考えること 

（塙保己一の信念「世のため、後のため」） 
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本市では、生涯学習の施策を計画的に推進するため、平成21年３月に「本庄市生涯学

習推進計画」を、平成26年３月に「第２次本庄市生涯習推進計画」を策定しました。第

２次計画は、「郷土の偉人、盲目の国学者 塙保己一の精神を生かした生涯学習のまち

をつくります。」と「早稲田大学をはじめとする地域の関係機関と協働連携しながら、

市民みんなで生涯学習を推進します。」の２つを基本理念とし、平成26年度から平成30

年度までの生涯学習を推進しました。 

そして、第２次計画の終了に伴い、行政の施策を中心とした従来の「計画」から、重

点的に支援する分野やその施策の方向性を示す「指針」に形を変えた、「本庄市生涯学

習推進指針」を平成31年３月に策定し、「学びを支える」、「学びの機会の充実」、

「学びの成果を活かす環境づくり」、「家庭教育の支援」、「文化活動の支援」の５つ

の指針が循環することで持続可能な生涯学習社会の実現を目指しました。 

その後、令和５年までの間、本庄市社会教育委員と本庄市生涯学習推進会議を中心に

実績を検証し、課題の解決に取り組んできた結果、市民総合大学や公民館活動について

は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けたものの、多くの市民が活動に参加し、親

しまれています。また、令和２年度から新規に開始した小学生学習支援事業「学ぼう舎

（まなぼうや）」は、年々参加者が増加しています。 

このように変化の激しい社会情勢にあっても、市民の学びの意欲は高く、生涯学習が

広く浸透していることが伺えます。 

 

 
資料：本庄市教育委員会 生涯学習課 

※平成27年度は、平成27年６月に中央公民館閉館のため、利用者団体の一部が市民活動交流センター

(はにぽんプラザ)利用となった影響で利用者数が減少しています。 

※令和２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により利用者数が減少しています。 
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資料：本庄市教育委員会 生涯学習課 

※凡例は、市民総合大学の受講コース名です。 

※令和４年度から年齢別のコースを撤廃し、小学生以上の方が申込できる「月１回コース」と「自

由選択コース」の２コースに変更しました。 

※令和２年度以降は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により申込者数が減少しています。 

 

 

 
資料：本庄市教育委員会 学校教育課・生涯学習課 
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【各事業の具体的な取組】 

 

① 生涯学習の推進について 

市民総合大学は、本市の将来像を実現してゆく

人材の育成と、市民一人一人が自己を高め、人格

を磨き、幸せで豊かな人生を送ることができるよ

うに設置されました。平成21年度に開講して以来、

多くの方が参加できるよう、講座の日時や対象年

齢の拡充、託児付き講座の設定を含む工夫を行っ

てきました。現在は、一部講座を除いて年齢制限

を撤廃し、全９回で構成された様々な分野の講座

を必修とする「月１回コース」と、５つの分野か

ら興味のある講座を自由に選択し受講できる「自

由選択コース」の２コースで実施しています。 

市民総合大学の申込者数は、平成24年度には

500名を、平成30年度には1,000名を超え、年々増

加してきました。令和２年度以降に新型コロナウ

イルス感染症拡大に伴い、申込者数の減少が見られましたが、あらゆる世代の学びの

ニーズに応えられるよう、工夫を凝らした魅力ある講座を展開しています。 

また、中学校開放講座では、市立中学校４校の施設を市民に開放し、地域に開かれた

学校を目指すとともに、市民の学習活動を支援するために開催しています。 

市立中学校４校の教職員とPTA役員等で構成される中学校開放講座運営委員会のもと、

学校施設を活用した講座が実施されています。 

 

② 「総検校塙保己一先生遺徳顕彰会」の事業支援について 

本市の生涯学習のシンボルである郷土の偉人、

塙保己一の事績を顕彰するため、総検校塙保己一

先生遺徳顕彰会の活動を支援しています。 

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、会報誌発

行、顕彰祭、埼玉県が主催する塙保己一賞への協

力等、顕彰事業を実施しています。 

 
【月１回コース】 

 
【自由選択コース（芸術・工作分野）】 

 
【顕彰祭】 
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③ 早稲田大学との連携強化について 

包括協定を締結している早稲田大学と連携

して、大学が持つ知的財産・施設・人材を活

用し、専門的な教育による生涯学習を行うこ

とができるように充実を図っています。 

市民総合大学では、早稲田大学の教授を講

師に迎えての講座を実施しています。 

 

④ 公民館における生涯学習活動について 

市内11か所の公民館では、各種の講座、講習会、イベント等の生涯学習を推進するた

めの事業を実施しています。夏休み期間中には、小学生を対象とした「夏休み子ども体

験活動（サマーチャレンジ）」を開催しています。その他、健康増進のための講座や専

門技術を身につけるための基礎講座を開催しています。 

 
【サマーチャレンジ】 

 
【専門講座】 

 

⑤ 文化芸術活動の推進について 

市民の文化芸術活動の活発化を図るため、文

化祭・研修会・広報を通じてのPR等を行ってい

ます。加盟団体（令和４年度は25団体）による

本庄市文化団体連合会文化祭は、舞台発表・作

品展示を行い、日頃の研鑽の成果を発表すると

ともに、市民に文化芸術に接する機会を提供し

ています。 

また、児玉文化会館（セルディ）・児玉中央

公民館・児玉公民館等を主な拠点として活動している文化芸術団体による文化祭を、セ

ルディで開催しています。 

 
【市民総合大学】 

 
【文化団体連合会文化祭】 
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⑥ 青少年教育の充実について 

本庄市青少年育成市民会議を中心に、青少年非行防止パトロール活動、青少年育成管

外研修の実施、青少年健全育成のつどいの開催、青少年の主張発表会、青少年健全育成

標語の募集を行い、青少年の健全育成を推進しています。 

本庄市子ども会育成会連合会（本子連）と連携して、夏期及び冬期リーダー研修会、

みこし巡行、運動会、はがき作品展等の各種イベントを実施し、子ども達の社会性の向

上を目指しています。 

児玉郡市内の小学校５・６年生を対象とした「子ども大学ほんじょう」は、地元企業

等の協力を得て、子ども達の学ぶ力や生きる力の向上を目的に開催しています。大学の

教授や地域のスペシャリストを講師に迎え、知的好奇心を刺激する学びの機会を提供し

ています。 

本庄市小学生学習支援事業「学ぼう舎（まなぼうや）」は、子ども達の安全な居場所

をつくることを目的にしています。市内小学生から参加者を募り、地域住民の支援のも

と、自主学習及び様々な体験活動の機会を提供することで、子ども達の自主性・創造性

や、地域とのつながりを育むことを目指しています。 

 
【青少年健全育成のつどい】 

 
【本子連冬期リーダー研修会】 

 
【子ども大学ほんじょう】 

 
【学ぼう舎】 
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⑦ 家庭教育の推進について 

家庭における教育力、指導力の向上を図る

ために、親の学習事業を推進しています。

「埼玉県家庭教育アドバイザー」を中心に設

立した本庄市親の学習推進委員会の講師によ

る親の学習講座を、市内小中学校・保育園

（所）・幼稚園・認定こども園等において、

子を持つ親・保護者を対象に実施しています。 
また、子どもの成長期ごとの特徴や、ワン

ポイントアドバイス等を掲載した「本庄市親の学習手引書」を独自に作成し、親の学習

講座で活用するほか、主に母子手帳の交付時に配付しています。 

小学校PTA家庭教育学級は、市立小学校12校の教職員とPTA役員で構成される小学校

PTA家庭教育学級運営委員会の運営によって、市内小学校を会場として実施しています。

子ども達の健やかな成長をねがい、家庭と社会における子どもの幸せを実現するために、

各小学校における問題や親の学習、PTA会員共通の課題についてPTA会員が組織的・継続

的に学習を進めることを目的に開催しています。 

 

⑧ 図書館の充実について 

図書館は、図書等の資料を収集・整理・保存し、市民の利用に供し、その教養、調査

研究、レクリエーション等に資することを目的とする施設です。図書館はあらゆる世代

の方々に利用されており、更に利用者の拡大を図るために、良質な図書の厳選や、社会

情勢に即応した関連資料、郷土資料等を整備・充実させるとともに、読書案内等のサー

ビス向上に努めています。 
また、生涯学習における「知の拠点」としての機能を果たし、より多くの方に気軽に

活用していただけるように、各種イベントや講演会の開催、移動図書館、児童サービス、

ボランティアの育成・支援をはじめとした様々な事業を展開しています。 
 

 
【おはなし会】 

 

 
【文芸講演会】 

 
【親の学習講座】 
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３．生涯学習推進指針の改定 

（１）改定の趣旨 

現代社会は、人口減少・少子高齢化・核家族化を発端とした「つながり」の希薄化、

自然災害や感染症の発生による生命・財産を脅かす甚大な被害、デジタル技術の急進展

等、予測が困難で変化の激しい、時代の転換期にあります。 

人生100年時代において、生涯学習には学びによる自己実現を図ることや、その効果

が浸透することで誰もが心豊かに生活できることが期待されています。 

本市の役割は、誰もが生涯にわたり自主的・自発的に学べる多様な機会を創出し、学

んだ者が互いに学び合うことでつながり、その成果を地域の課題解決に生かせる仕組み

をつくることです。 

このような状況を踏まえ、これまでの「本庄市生涯学習推進指針」を継承しつつ、多

様な課題に対応し積極的に生涯学習の推進をすることで、本市の教育大綱である「世の

ため、後のための教育」と、SDGsの「持続可能で誰一人取り残さない」という理念によ

る、持続可能な生涯学習社会を実現するために、指針の改定を行います。 

 

（２）指針の性格 

指針は、本庄市総合振興計画（平成30年度～平成39年度）や本庄市教育大綱（令和５

年～令和９年度）と整合性を図りながら、令和６年度から令和10年度までの５か年の生

涯学習の推進について、基本的な方針を示すものです。 

また、生涯学習の推進に関連する、本市の他の計画等とも連携を図ります。 
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第２章 本庄市の現状と課題 

１．本庄市の現状 

（１）市民の生涯学習に関する意識、学習活動の実態 

（ア）学習の経験 

令和４年12月に実施した市民アンケート調査結果によると、市民の「生涯学習」とい

う言葉に対する認知度は81.0％と過半数を占めていますが（図１）、直近１年間におい

て学習の経験がある市民は31.8％にとどまっています（図２）。しかし、学習の経験が

「ない」と回答した65.3％の内の49.5％が、学習を「してみたい」「どちらかといえば

してみたい」と前向きな意識を持っています（図３）。 

学習をしていない理由を年齢グループ別に見ると、50代以下は「仕事や育児・介護で

忙しい」が37.3％を占めており（図４）、学習の意欲はあっても、多忙なため時間が取

れない傾向にあることが分かります。 

※市民アンケート調査結果を表示する全ての図において、構成比の数値は小数点以下第２位を四捨

五入しているため、必ずしも合計値が100％にならない場合がある。 

   
（図１）生涯学習の認知度 

(N=1,194) 

（図２）直近1年の学習経験 

(N=1,194) 

（図３）今後の学習活動に 

関する意識(N=800) 

 

 

（図４）学習活動をしない理由（グループ別）(N=1,082)  
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（イ）学習の内容 

直近に学習の経験がある市民が学習している内容として、「趣味」「健康・スポーツ」

「教養」が多く、中でも50代以下は「職業上必要な知識・技能」、60代以上は「健康・

スポーツ」に関する学習への興味・関心が高いことが分かりました（図５）。 

また、直近に学習の経験がない市民も、「趣味」「健康・スポーツ」へ興味・関心が

高い状況でした（図６）。 

 

（図５）現在学習している内容（グループ別）(N=1,072) 

 

 

(図６)興味のある学習分野(N=1,969) 
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（ウ）学習の目的 

学習の目的や、学習を通して身につけた知識、経験や技能の活用について、50代以下

のグループは「仕事や就職、転職などに役立てるため」「仕事や就職の上で（生かして

いる）」を選択している人が目立ち、就業において生かすことのできる学習を求めてい

ることが分かります。 

一方、60代以上のグループでは、「健康や体力づくりのため」「生きがいづくりのた

め」「自分の健康の維持・増進に（役立っている）」を学習の目的・活用方法としてい

る人が比較的多く、人生を豊かに過ごすための手段としての生涯学習を求めていると考

えられます（図７、８）。 

 

 

（図７）学習をする目的（グループ別）(N＝1,214) 

 

（図８）知識、経験や技能の活用方法（グループ別）(N=997) 
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